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は
じ
め
に

　

小
稿
で
は
、
現
在
調
査
中
の
赤
門
書
庫
旧
蔵
地
図
の
中
に
含
ま
れ
る
「
佐
渡
夷
湊

之
図
」（
口
絵
）
を
取
り
上
げ
、
日
本
に
お
け
る
近
代
海
図
作
成
史
の
過
渡
的
段
階

の
特
徴
に
つ
い
て
考
察
す
る（

（
（

。

　

近
世
日
本
で
は
、「
鎖
国
」
体
制
に
よ
り
日
本
人
の
海
外
渡
航
が
禁
止
さ
れ
て
い

た
た
め
、
天
文
航
海
術
や
航
路
図
の
必
要
性
は
必
ず
し
も
高
い
も
の
で
は
な
か
っ

た
。
し
か
し
、
幕
末
の
対
外
的
危
機
が
高
ま
る
と
、
こ
う
し
た
状
況
は
転
換
期
を
迎

え
る
。

　

幕
府
は
天
保
十
三
年
（
一
八
四
二
）
と
嘉
永
二
年
（
一
八
四
九
）
に
、
諸
藩
に
対

し
て
沿
岸
浅
深
絵
図
の
作
成
を
命
じ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
分
析
し
た
川
村
博
忠

氏
に
よ
る
と
、
天
保
十
三
年
令
の
特
徴
は
、
異
国
船
接
近
情
報
の
把
握
に
比
重
が
置

か
れ
、
領
内
海
岸
絵
図
の
作

成
は
副
次
的
な
も
の
で
あ
っ

た
と
い
う
。
そ
の
た
め
絵
図

へ
の
水
深
表
記
を
指
示
し
つ

つ
も
、
表
記
す
べ
き
水
深
ポ

イ
ン
ト
ま
で
の
指
示
は
な

か
っ
た
。
対
し
て
、
嘉
永
二

年
令
で
は
、
幕
府
は
沿
岸
浅

深
絵
図
の
作
成
そ
の
も
の
を

重
要
視
し
た
た
め
、
記
載
す
べ
き
水
深
情
報
（
海
岸
か
ら
沖
へ
三
十
間
・
一
・
五
・

十
・
二
十
・
三
十
丁
地
点
の
水
深
）
を
明
示
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
そ
の
表
記
方
法

に
関
し
て
は
諸
藩
様
々
で
あ
り
、
一
つ
事
例
を
挙
げ
れ
ば
、
川
村
氏
が
「
棒
区
切
り
」

（
図
1
）
と
称
し
て
い
る
「
海
岸
よ
り
沖
合
い
へ
向
け
て
直
線
を
引
き
、
そ
の
6
ヵ

所
を
目
盛
っ
て
水
深
を
記
入
」
す
る
表
現
な
ど
が
あ
り
不
統
一
で
あ
っ
た（

（
（

。

　

ま
た
、
安
政
二
年
（
一
八
五
五
）
に
は
、
水
戸
藩
士
酒
井
喜
熙
編
著
『
皇
国
総
海

岸
図
』
が
作
成
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
図
は
、
海
防
強
化
の
必
要
性
か
ら
作
成
さ
れ
た

全
国
規
模
の
航
路
図
で
あ
り
、
従
来
の
図
と
比
較
す
る
と
、
図
中
の
注
記
が
詳
細
で

水
路
誌
と
し
て
の
性
格
が
強
く
、「
日
本
式
航
路
図
誌
の
集
大
成
的
性
格
」
と
の
評

価
が
な
さ
れ
て
い
る（

（
（

。

　

こ
の
よ
う
に
幕
末
に
は
、
日
本
の
海
岸
の
状
況
を
表
す
図
の
政
治
的
需
要
が
高

ま
っ
て
い
た
が
、
そ
こ
で
作
成
さ
れ
た
図
は
、
依
然
と
し
て
近
世
絵
図
的
な
性
格
の

段
階
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
。

　

一
方
で
、
幕
府
に
よ
る
近
代
海
図
作
成
事
業
の
試
み
も
行
わ
れ
て
い
た
。
こ
の
点

に
関
し
て
は
、
幕
末
の
測
量
技
術
者
の
系
譜
を
追
っ
た
斉
藤
敏
夫
氏
ら
の
研
究

（
（
（

や
、

長
崎
海
軍
伝
習
所
に
お
け
る
オ
ラ
ン
ダ
海
軍
か
ら
の
技
術
伝
授
の
様
子
を
考
察
し
、

以
降
の
幕
府
海
軍
に
よ
る
海
図
作
成
へ
の
影
響
を
指
摘
し
た
鈴
木
純
子
氏
の
研
究

（
（
（

、

外
国
測
量
船
に
よ
る
日
本
近
海
の
測
量
を
「
外
圧
」
の
具
体
的
な
一
事
例
と
し
て
捉

え
、
そ
れ
へ
の
対
抗
と
し
て
、
技
術
導
入
に
よ
る
独
自
測
量
技
術
の
確
立
過
程
を
描

い
た
横
山
伊
徳
氏
の
研
究

（
（
（

が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
研
究
は
、
近
世
絵
図
か
ら
実
用
的
な

近
代
地
図
作
成
へ
と
移
行
し
て
い
く
諸
段
階
を
鋭
く
指
摘
し
た
も
の
で
、
そ
こ
で
の

慶
応
三
年
作
成
の
佐
渡
「
湊
浅
深
絵
図
」
─
近
世
絵
図
と
近
代
海
図
の
狭
間
─

吉　
　

岡　
　

誠　
　

也

図1�　「加能越三州海邊筋村建
等分間繪圖」1軸 ; 29cm
（軸）　国立国会図書館デ
ジタル化資料
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考
察
は
示
唆
に
富
ん
で
い
る
。

　

だ
が
、
こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
、
近
代
海
図
作
成
へ
の
移
行
に
お
い
て
、
こ
の

近
世
絵
図
の
特
徴
を
持
つ
航
路
図
や
沿
岸
浅
深
絵
図
が
即
時
的
に
否
定
さ
れ
、
近
代

海
図
作
成
へ
と
直
接
転
換
し
た
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
現
実
問

題
と
し
て
近
代
海
図
作
成
史
の
過
渡
期
に
お
い
て
、
こ
の
二
つ
の
ベ
ク
ト
ル
し
か
用

意
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
か
と
い
う
疑
問
で
あ
る
。

　

や
や
結
論
め
い
た
こ
と
を
先
に
述
べ
れ
ば
、
小
稿
で
検
討
す
る
「
佐
渡
夷
湊
之
図
」

は
、
こ
の
ど
ち
ら
に
も
属
し
な
い
タ
イ
プ
の
図
で
あ
る
。
今
ま
で
注
目
さ
れ
て
こ
な

か
っ
た
本
図
の
検
討
を
通
し
て
、
幕
末
期
に
お
け
る
日
本
の
海
図
作
成
史
の
も
う
一

つ
の
側
面
を
照
射
し
て
み
た
い
。

一　

安
政
五
ヶ
国
条
約
の
締
結
と
新
潟

（
1
）
西
海
岸
開
港
場
設
定
交
渉
の
経
緯

　

幕
府
は
、
安
政
五
年
（
一
八
五
八
）
六
月
に
日
米
修
好
通
商
条
約
を
締
結
し
、
以

後
同
様
の
条
約
を
露
・
仏
・
英
・
蘭
と
も
締
結
し
た
。
こ
の
日
米
条
約
第
三
条
で
新

潟
は
開
港
場
に
指
定
さ
れ
た
が
、「
若
し
新
潟
港
を
開
き
難
き
こ
と
あ
ら
は
其
代
り

と
し
て
同
所
前
後
に
於
て
一
港
を
別
に
撰
ふ
へ
し
」（

（
（

と
の
留
保
が
あ
り
、
他
国
と
の

条
約
で
も
同
様
の
規
定
が
な
さ
れ
て
い
た
。
こ
こ
に
、
西
海
岸
の
開
港
場
決
定
に
選

択
の
余
地
が
残
さ
れ
、
翌
年
十
二
月
九
日
の
開
港
期
限
ま
で
、
外
交
交
渉
が
繰
り
広

げ
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た（

（
（

。

　

こ
の
よ
う
に
、
条
約
締
結
時
に
西
海
岸
の
開
港
場
が
確
定
さ
れ
な
か
っ
た
背
景
に

は
、
直
轄
領
を
開
港
場
と
し
た
い
幕
府
の
思
惑
と
、
未
だ
西
海
岸
の
港
の
調
査
を
実

施
し
て
お
ら
ず
、
的
確
な
判
断
が
出
来
な
い
と
い
う
外
国
側
の
事
情
が
あ
っ
た
。
そ

こ
で
、
こ
の
開
港
場
確
定
交
渉
の
下
準
備
と
し
て
、
幕
府
と
外
国
側
は
と
も
に
西
海

岸
諸
港
の
調
査
に
取
り
掛
か
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

諸
外
国
の
内
、
最
初
に
来
航
し
た
の
は
露
船
で
あ
っ
た
。
軍
艦
ジ
キ
ー
ト
号
は
、

箱
館
か
ら
来
航
し
、
信
濃
川
右
岸
の
新
潟
奉
行
所
付
近
で
観
測
を
行
い
、
緯
度
経
度

を
確
定
さ
せ
て
い
る
。
ま
た
、
同
時
期
に
来
航
し
た
蘭
船
バ
ー
リ
ー
号
と
も
情
報
交

換
を
行
っ
て
い
る
。
露
国
は
、
こ
の
測
量
結
果
に
基
づ
き
、
ク
ル
ー
ゼ
ン
シ
ュ
テ
ル

ン
作
成
海
図
、
及
び
英
国
リ
チ
ャ
ー
ズ
作
成
海
図
に
改
訂
を
加
え
た
と
い
う
。
な
お
、

ジ
キ
ー
ト
号
の
調
査
報
告
は
、
新
潟
港
の
商
業
地
と
し
て
の
利
、
停
泊
地
の
海
底
地

盤
の
良
好
、
夏
季
の
船
舶
碇
泊
の
安
全
、
冬
期
の
船
舶
碇
泊
の
危
険
性
を
指
摘
す
る

も
の
で
あ
っ
た（

（
（

。

　

英
国
の
場
合
は
、
西
海
岸
の
水
路
情
報
の
不
足
に
危
機
感
を
覚
え
た
海
軍
か
ら
の

要
請
で
、
測
量
艦
ア
ク
テ
オ
ン
号
が
派
遣
さ
れ
た
。
ア
ク
テ
オ
ン
号
は
、
天
候
不
順

の
た
め
佐
渡
に
避
難
を
繰
り
返
し
な
が
ら
新
潟
に
来
航
し
た
。
ア
ク
テ
オ
ン
号
の
調

査
結
果
は
、
港
口
が
砂
州
で
あ
る
こ
と
、
冬
期
の
碇
泊
危
険
性
、
避
難
港
候
補
の
佐

渡
に
船
舶
修
理
施
設
が
な
い
こ
と
な
ど
を
理
由
に
、
新
潟
開
港
に
は
否
定
的
な
も
の

だ
っ
た
。
ま
た
、
米
・
仏
は
独
自
調
査
を
行
っ
て
い
な
い
。
た
だ
し
、
駐
日
米
総
領

事
ハ
リ
ス
は
、
露
・
蘭
両
国
の
調
査
情
報
に
よ
り
新
潟
を
不
適
当
と
判
断
し
て
い
る
。

　

各
国
の
調
査
報
告
に
は
若
干
の
相
違
も
見
ら
れ
る
が
、
総
体
と
し
て
は
、
新
潟
の

商
業
地
と
し
て
の
繁
栄
を
認
め
つ
つ
も
、
港
の
機
能
に
対
す
る
不
安
か
ら
新
潟
単
独

開
港
に
は
否
定
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
補
完
措
置
と
し
て
の
避
難
港
設
定
に
つ

い
て
も
、
さ
ら
な
る
調
査
を
必
要
と
し
明
確
な
方
針
を
示
す
段
階
に
な
か
っ
た（

（1
（

。

　

一
方
幕
府
は
、
九
月
十
日
に
外
国
奉
行
兼
箱
館
奉
行
堀
利
煕
に
「
北
国
筋
湊
々
見

分
」
を
命
じ

（
（1
（

、
同
月
十
九
日
に
は
目
付
駒
井
朝
温
に
も
同
様
の
指
示
を
出
し
て
い

る
（
（1
（

。
現
地
調
査
を
終
え
た
堀
と
駒
井
が
帰
府
後
に
提
出
し
た
報
告
書

（
（1
（

に
よ
る
と
、
敦

賀
・
小
浜
・
田
辺
・
宮
津
・
七
尾
以
外
の
港
の
船
舶
碇
泊
地
と
し
て
の
不
備
、
新
潟

の
内
陸
部
と
の
交
通
発
達
お
よ
び
警
備
の
面
で
の
利
点
を
指
摘
し
、
新
潟
を
暫
定
的

に
開
港
す
る
こ
と
が
主
張
さ
れ
て
い
る
。

　

だ
が
結
局
は
、
幕
府
も
外
国
側
も
具
体
的
な
妥
結
点
を
見
出
す
こ
と
が
出
来
ず
、

開
港
期
限
ま
で
の
開
港
地
確
定
は
断
念
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
万
延
元
年

©2014 Historiographical Institute(Shiryo Hensan-jo)The University of Tokyo



（　 ） 慶応三年作成の佐渡「湊浅深絵図」（吉岡）277

（
一
八
六
〇
）
七
月
九
日
に
は
、
英
公
使
オ
ー
ル
コ
ッ
ク
か
ら
代
替
港
選
定
協
議
を

催
促
さ
れ
、
再
び
幕
府
内
部
で
は
対
応
に
追
わ
れ
た
。
代
替
港
の
候
補
と
し
て
挙

が
っ
て
い
た
敦
賀
・
小
浜
・
田
辺
・
宮
津
な
ど
は
、
私
領
で
あ
る
た
め
上
知
す
る
必

要
が
あ
り
、
そ
の
対
応
を
め
ぐ
り
外
国
奉
行
と
勘
定
奉
行
と
の
間
で
対
立
が
あ
っ
た

が
、
開
港
場
が
直
轄
領
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
点
に
関
し
て
は
、
一
致
し
て

い
た（

（1
（

。
一
方
、
西
海
岸
の
開
港
場
確
定
交
渉
と
同
時
期
に
、
両
港
両
都
開
港
開
市
延

期
問
題
が
発
生
し
て
い
た
。
開
港
後
の
物
価
高
騰
に
よ
る
社
会
の
混
乱
、
自
由
貿
易

開
始
に
対
す
る
国
内
の
拒
否
反
応
、
攘
夷
熱
の
高
ま
り
は
、
新
潟
・
兵
庫
・
江
戸
・

大
坂
の
開
港
開
市
実
施
を
困
難
な
状
況
に
追
い
込
ん
で
い
た
。
そ
の
た
め
幕
府
は
、

開
港
開
市
実
施
の
延
期
を
外
国
側
に
持
ち
か
け
、
結
果
、
全
権
外
国
奉
行
竹
内
保
徳

の
使
節
団
を
欧
州
に
派
遣
し
、
文
久
二
年
（
一
八
六
二
）
に
各
国
と
覚
書
を
調
印
し

た
こ
と
で
、
一
八
六
八
年
一
月
一
日
ま
で
の
開
港
開
市
延
期
が
決
定
し
た
。
こ
れ
に

よ
り
、
西
海
岸
開
港
場
選
定
作
業
も
期
限
が
延
期
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ

る
（
（1
（

。
（
2
）
幕
府
西
海
岸
調
査
と
海
岸
絵
図
の
作
成
─
加
賀
藩
を
事
例
に
─

　

と
こ
ろ
で
、
堀
と
駒
井
が
幕
府
に
提
出
し
た
報
告
書
に
は
絵
図
が
付
さ
れ
て
い

た
。
こ
の
時
の
幕
府
巡
見
使
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
た
上
白
石
実
氏
に
よ
れ
ば
、
巡

見
使
は
三
つ
の
グ
ル
ー
プ
で
分
担
・
調
査
を
行
い
、
そ
の
う
ち
の
一
グ
ル
ー
プ
の
役

割
が
、
港
と
海
岸
の
絵
図
作
成
で
あ
っ
た
と
い
う
。
巡
見
使
は
、
測
量
は
随
行
の
普

請
役
を
責
任
者
と
す
る
一
方
で
、
絵
図
に
つ
い
て
は
藩
側
に
提
出
を
求
め
て
い
た（

（1
（

。

　

で
は
、
こ
の
絵
図
は
ど
の
よ
う
に
作
成
さ
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
十
分
な
史
料

は
見
出
せ
て
い
な
い
が
、
加
越
能
文
庫
所
蔵
の
「
外
国
奉
行
一
巻
」

（
（1
（

に
、
若
干
の
記

述
が
見
ら
れ
る
た
め
、
そ
こ
か
ら
可
能
な
限
り
情
報
を
抽
出
し
て
み
た
い
。

　

安
政
五
年
十
月
、
加
賀
藩
は
、
巡
見
使
か
ら
①
巡
見
使
が
藩
領
沿
岸
の
「
海
陸
分

間
測
量
等
」
を
予
定
し
て
い
る
こ
と
、
②
領
内
海
岸
沿
い
の
「
宿
駅
并
里
数
且
湊
之

分
間
絵
図
面
」
を
調
査
・
作
成
し
提
出
す
る
こ
と
を
指
示
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
指
示
を
受
け
た
加
賀
藩
で
は
、
改
作
奉
行
が
「
湊
々
絵
図
私
共
手
合
ニ
而
出

来
可
致
ニ
付
、
ケ
所
々
々
江
役
人
指
遣
為
致
見
分
」

（
（1
（

と
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
改

作
奉
行
が
絵
図
作
成
に
携
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
ま
た
、「
右
藤
右
衛
門

等
御
絵
図
幷
分
間
方
ニ
付
誓
詞
も
仕
居
候
者
ニ
付
、
外
国
御
奉
行
御
巡
見
之
節
、
分

間
測
量
等
御
用
之
義
も
可
有
之
候
間
、
右
之
者
外
ニ
縄
張
人
壱
両
人
召
連
申
候
」

（
（1
（

と

あ
る
よ
う
に
、
射
水
郡
新
田
才
許
高
木
村
藤
右
衛
門
が
巡
見
使
の
測
量
に
参
加
し
て

い
る
。
こ
の
藤
右
衛
門
と
は
、
加
賀
藩
の
和
算
家
・
測
量
家
と
し
て
著
名
な
石
黒
信

由
の
子
孫
で
、
石
黒
家
四
代
信
基
の
こ
と
で
あ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
改
作
奉
行
が
「
湊
絵
図
之
義
分
間
絵
図
ニ
ハ
不
仕
、
大
体
其
模

様
相
違
無
之
様
見
取
絵
図
ニ
仕
立
可
然
、
且
又
澗
口
等
間
数
大
体
之
所
相
記
置
可
然

と
存
候
」

（
（2
（

と
述
べ
て
い
る
点
は
注
目
さ
れ
る
。
加
賀
藩
で
は
、「
外
国
御
奉
行
江
御

指
出
ニ
可
相
成
海
岸
御
絵
図
幷
湊
御
絵
図
之
儀
ニ
付
、
丹
羽　

御
次
江
罷
出
御
達
申

候
口
達
之
留
」（
以
下
、「
口
達
之
留
」）
と
あ
る
よ
う
に
、「
海
岸
御
絵
図
」
と
「
湊

御
絵
図
」
と
は
別
に
認
識
さ
れ
て
い
る
た
め
、
そ
の
違
い
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

こ
の
絵
図
作
成
方
法
の
最
終
的
な
判
断
に
つ
い
て
、
十
月
廿
一
日
の
「
口
達
之
留
」

に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。
や
や
長
文
だ
が
引
用
す
る（

（2
（

。

【
史
料
1
】

　
　

昨
日
委
曲
御
達
申
置
候
①

海
岸
御
絵
図
出
来
得
候
ニ
付
御
達
申
候
、
右
者
嘉
永

度　
　

公
義
上
リ
海
岸
御
絵
図
出
来
之
節
、
段
々
御
詮
議
之
上
於　
　

公
義
も

海
岸
御
見
置
之
役
人
も
可
被
遣
候
哉
ニ
付
、
御
絵
図
之
儀
ニ
而
正
実
之
分
間
御

絵
図
ニ
相
成
居
申
候
、
今
般
御
指
出
之
海
岸
御
絵
図
者
、
則
公
義
御
役
人
実
地

と
御
見
競
ニ
も
可
然
相
成
訳
ニ
付
、
右
嘉
永
度
正
実
分
間
御
絵
図
ヲ
四
ヶ
壱
ニ

相
縮
御
指
出
ニ
相
成
候
ハ
ヽ
、
御
不
都
合
も
無
御
座
可
然
哉
と
之
協
議
振
ニ
御

座
候
、
尚
更
入　
　

御
覧
御
好
ニ
付
可
申
義
候
ハ
ヽ
、
尚
以
急
速
御
下
知
無
御

座
而
ハ
出
来
兼
候
間
、
早
速
御
下
知
御
座
候
様
仕
度
候
、
且
又
②

湊
ゟ

（
御
カ
）

絵
図
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者
、
夫
々
諸
郡
江
見
取
調
指
出
候
様
申
渡
置
候
得
共
、
此
分
者
何
レ
私
共
発
足

前
ニ
ハ
全
取
揃
兼
可
申
候
ニ
付
、
発
足
前
ニ
出
来
之
分
ハ
成
限
リ
御
達
可
申
候

得
共
、
其
後
之
分
ハ
出
役
先
ニ
而
主
付
岩
田
等
江
直
ク
ニ
指
出
可
申
候
間
、
此

義
も
御
達
申
置
候
、
今
日
安
宅
・
本
吉
・
宮
腰
三
ヶ
所
分
下
絵
図
出
来
着
色
ハ

不
仕
候
得
共
、
先
御
達
申
候
、
湊
絵
図
者
、
大
綱
右
様
之
仕
立
方
ニ
相
成
申
訳

ニ
御
座
候
、（
後
略
、
二
字
空
け
は
平
出
、
以
下
同
）

　

こ
れ
に
よ
れ
ば
、「
海
岸
御
絵
図
」
に
つ
い
て
は
嘉
永
年
間
に
提
出
し
た
図
が
「
正

実
之
分
間
御
絵
図
」
で
あ
り
、
今
回
提
出
す
べ
き
「
海
岸
御
絵
図
」
は
、
巡
見
使
が

実
地
と
絵
図
を
見
比
べ
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
か
ら
、
嘉
永
年
間
の
提
出
図
を
四
分

の
一
に
縮
小
し
て
提
出
す
る
こ
と
が
協
議
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
（
傍
線
部
①
）。

そ
し
て
、「
湊
絵
図
」
に
つ
い
て
は
、
各
郡
に
「
見
取
調
」
を
提
出
さ
せ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
（
傍
線
部
②
）。
こ
こ
か
ら
、
改
作
奉
行
が
主
張
し
て
い
た
よ
う
に
、「
湊

絵
図
」
は
詳
細
な
測
量
を
せ
ず
に
「
大
体
之
所
」
を
記
す
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
が
窺

え
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
加
賀
藩
で
は
、
幕
府
か
ら
提
出
を
命
じ
ら
れ
た
「
湊
之
分
間
絵
図

面
」
を
「
海
岸
御
絵
図
」
と
「
湊
御
絵
図
」
と
に
区
別
し
て
認
識
し
て
い
た
。
そ
し

て
、「
海
岸
御
絵
図
」
に
つ
い
て
は
嘉
永
年
間
に
提
出
し
た
絵
図
を
縮
小
し
、「
湊
御

絵
図
」
に
関
し
て
は
見
取
り
図
を
提
出
す
る
こ
と
で
対
応
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

加
賀
藩
が
嘉
永
年
間
に
提
出
し
た
絵
図
「
加
越
能
三
州
海
邉
筋
村
建
等
分
間
繪

圖
」
は
、
現
在
金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
と
国
立
国
会
図
書
館

（
（2
（

に
所
蔵
さ
れ
て
い
る

（
図
1
）。
こ
の
図
の
水
深
表
現
は
、「
は
じ
め
に
」
で
も
紹
介
し
た
「
棒
区
切
り
」

と
な
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
こ
の
絵
図
上
の
水
深
ポ
イ
ン
ト
は
、

実
際
の
位
置
関
係
に
は
対
応
し
て
お
ら
ず
、
説
明
的
な
表
現
と
な
っ
て
い
る
点
が
近

代
的
な
海
図
と
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
こ
の
絵
図
が
そ
の
後
も
、
加
賀
藩
の
「
海
岸
御
絵
図
」
の
基
本
図
と
な

る
。
例
え
ば
、
文
久
元
年
（
一
八
六
一
年
）
に
英
国
が
日
本
海
沿
岸
を
測
量
し
た
際
、

加
賀
藩
で
は
、
測
量
艦
に
同
乗
す
る
幕
府
役
人
か
ら
の
尋
問
へ
の
対
応
を
予
め
確
認

し
て
い
る
が
、
そ
の
中
で
「
湊
等
之
浅
深
等
尋
方
有
之
節
者
、
先
達
而
外
国
御
奉
行

江
御
指
出
之
湊
々
絵
図
面
ニ
者
浅
深
付
有
之
候
ニ
付
、
其
振
を
以
相
答
、
右
絵
図
面

等
御
指
出
無
之
ケ
所
者
、
嘉
永
度　
　

公
義
江
御
書
出
ニ
相
成
候
海
岸
村
々
浅
深
付

御
絵
図
面
之
振
を
以
相
答
可
申
」

（
（2
（

と
あ
り
、
安
政
五
年
の
提
出
図
、
す
な
わ
ち
、
嘉

永
年
間
の
沿
岸
浅
深
絵
図
が
基
本
図
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
の
で
あ

る
。

二　

慶
応
三
年
幕
府
の
北
海
検
視
と
「
佐
渡
夷
湊
之
図
」

　

慶
応
三
年
（
一
八
六
七
）、
両
港
両
都
開
港
開
市
の
期
限
が
迫
っ
た
こ
と
で
、
西

海
岸
開
港
場
選
定
交
渉
が
再
開
さ
れ
た
。
外
国
側
は
、
英
・
米
・
仏
が
測
量
艦
を
派

遣
し
、
新
潟
周
辺
の
港
を
測
量
・
調
査
し
て
い
る
。
外
国
側
の
指
導
的
位
置
に
あ
っ

た
英
国
は
、
測
量
艦
サ
ー
ペ
ン
ト
号
に
よ
る
調
査
・
測
量
の
結
果
、
候
補
地
を
新
潟

と
能
登
七
尾
に
絞
っ
た
。
そ
し
て
、
駐
日
公
使
パ
ー
ク
ス
が
自
ら
現
地
調
査
を
行
い
、

そ
の
間
、
新
潟
奉
行
と
の
会
談
、
佐
渡
諸
港
の
見
分
、
同
奉
行
と
の
会
談
、
さ
ら
に

は
加
賀
藩
士
と
の
会
談
を
行
っ
て
い
る
。

　

一
方
の
幕
府
は
、
外
国
奉
行
菊
池
隆
吉
、
目
付
原
弥
十
郎
を
派
遣
し
て
調
査
に
あ

た
ら
せ
た
。
こ
の
調
査
結
果
は
、
新
潟
を
開
港
場
と
し
、
佐
渡
に
停
泊
港
を
設
け
る

べ
き
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
佐
渡
の
い
ず
れ
の
港
を
停
泊
港
に
す
べ
き

か
ま
で
は
確
定
出
来
て
い
な
い
。

　

幕
府
と
パ
ー
ク
ス
と
の
間
で
は
、
停
泊
港
に
対
す
る
意
見
の
相
違
が
あ
っ
た
が
、

最
終
的
に
は
パ
ー
ク
ス
が
当
時
の
政
治
情
勢
を
踏
ま
え
、
将
来
の
開
港
場
変
更
の
可

能
性
を
条
件
に
、
幕
府
が
提
示
す
る
佐
渡
夷
港
を
停
泊
港
と
す
る
こ
と
に
同
意
し
て

妥
結
し
た（

（2
（

。

　

と
こ
ろ
で
、
こ
の
西
海
岸
開
港
場
選
定
の
た
め
の
調
査
に
あ
た
り
、
幕
府
は
諸
藩

と
新
潟
奉
行
・
佐
渡
奉
行
に
海
岸
絵
図
の
提
出
を
命
じ
て
い
る
。
以
下
、『
続
通
信
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全
覧
』
所
収
の
「
北
海
検
視
一
件
」

（
（2
（

に
基
づ
き
、
こ
の
時
提
出
さ
れ
た
絵
図
の
特
徴

に
つ
い
て
考
察
し
て
い
き
た
い
。

　

現
地
調
査
を
命
じ
ら
れ
た
菊
池
と
原
は
、
江
戸
を
出
立
す
る
前
に
、
安
政
五
年
に

調
査
し
た
際
の
関
係
書
類
を
通
覧
し
、
今
回
の
調
査
で
は
新
潟
・
七
尾
・
佐
渡
を
重

点
的
に
調
査
す
る
方
針
を
固
め
て
い
る
。
そ
し
て
、
港
の
深
浅
に
つ
い
て
は
、
巡
見

使
に
よ
る
「
分
間
測
量
」
は
不
可
能
な
た
め
、「
領
分
限
其
領
主
々
々
ニ
而
前
以
取

調
置
、
私
共
場
所
着
之
上
差
出
候
様
」
に
す
る
こ
と
を
幕
府
へ
上
申
し
て
い
る
。
こ

れ
に
よ
り
幕
府
は
、
対
象
諸
大
名
へ
「
港
々
絵
図
面
等
」
は
、
安
政
五
年
の
提
出
図

の
振
り
合
い
に
基
づ
き
、
現
在
の
沿
革
を
書
き
加
え
て
提
出
す
る
こ
と
を
指
示
し

た
。

　

例
え
ば
、
こ
の
指
示
を
受
け
た
加
賀
藩
で
は
、「
此
湊
等
絵
図
ハ
当
年
外
国
御
奉

行
所
御
越
ニ
付
、
諸
郡
方
控
ニ
拵
懸
、
御
改
作
所
江
ハ
高
木
村
藤
右
衛
門
方
ニ
而
出

来
之
絵
図
御
達
申
上
ル
」（

（2
（

と
あ
る
よ
う
に
、
石
黒
信
基
が
作
成
に
関
与
し
て
い
る
こ

と
が
窺
え
る
。

　

一
方
、
新
潟
・
佐
渡
両
奉
行
に
対
し
て
は
、「
見
分
場
所
幷
絵
図
仕
立
方
等
委
細

之
儀
者
、
右
両
人
（
菊
池
・
原
─
引
用
者
）
よ
り
可
相
達
候
」
と
の
指
示
が
出
さ
れ
て

い
る
。
佐
渡
奉
行
に
対
し
て
は
、
七
月
十
三
日
付
の
菊
池
・
原
書
簡
に
よ
り
、「
見

分
場
所
之
儀
ハ
御
地
着
之
上
御
達
可
申
候
得
共
、
小
木
港
其
外
宜
敷
湊
ハ
其
以
前
巨

細
之
絵
図
御
仕
立
、
別
紙
認
取
候
廉
々
御
取
調
置
候
様
」
と
個
別
に
指
示
が
出
さ
れ

て
い
る
。「
別
紙
認
取
候
廉
々
」
と
は
、
絵
図
に
表
記
す
べ
き
事
項
で
あ
り
、
全
八

項
目
の
う
ち
、
水
深
表
記
に
関
し
て
は
、
海
岸
周
囲
の
う
ち
三
、
四
ヶ
所
か
ら
沖
手

に
向
か
っ
て
十
町
位
ま
で
、
一
町
毎
に
水
深
を
記
す
よ
う
に
指
示
さ
れ
て
い
る
。
嘉

永
二
年
令
と
は
表
記
す
べ
き
水
深
ポ
イ
ン
ト
に
相
違
は
あ
る
も
の
の
、
発
想
自
体
に

変
化
は
見
ら
れ
な
い
。
同
内
容
の
指
示
は
、
新
潟
奉
行
に
対
し
て
も
出
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
巡
見
使
の
江
戸
出
立
以
前
の
段
階
で
は
、
基
本
的
に
絵
図
作
成
の

基
準
は
、
安
政
五
年
の
も
の
と
同
様
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
実
際

に
新
潟
・
佐
渡
奉
行
所
か
ら
提
出
さ
れ
た
絵
図
は
、
必
ず
し
も
幕
府
の
指
示
に
則
っ

た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
そ
の
背
景
に
つ
い
て
、
提
出
図
の
特
徴
を
踏
ま
え
な
が
ら

検
討
し
て
み
た
い
。

　

菊
池
と
原
は
、
現
地
到
着
後
に
、
在
府
の
外
国
奉
行
に
宛
て
た
八
月
八
日
付
書
簡

で
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

【
史
料
2
】

　
　

今
般
見
分
之
儀
、
出
立
両
三
日
前
諸
家
江
御
達
有
之
、
私
共
よ
り
も
漸
々
十
五

日
ニ
夫
々
申
達
致
し
候
事
ニ
而
、
銘
々
飛
脚
等
を
以
申
遣
し
候
由
ニ
ハ
候
得

共
、
日
間
も
無
之
事
故
、
銘
々
領
分
海
岸
港
絵
図
面
其
外
取
調
向
も
間
ニ
合
不

申
、
多
く
ハ
見
分
先
ヘ
直
調
之
品
差
出
し
行
懸
り
場
所
々
々
に
而
取
糺
し
候
事

故
、
更
ニ
捗
取
不
申
、
其
上
一
日
も
早
く
帰
府
相
成
候
様
い
た
し
度
道
中
取
急

候
事
故
、
右
等
之
糺
し
方
大
困
却
ニ
御
座
候
、
尤
佐
渡
新
潟
江
ハ
内
状
を
以
委

細
申
遣
し
候
得
共
、
佐
州
ハ
渡
海
場
所
之
儀
延
着
、
取
調
方
間
ニ
合
不
申
候
ニ

付
、
調
出
来
之
上
旅
中
江
向
ケ
差
越
候
様
申
談
置
、
新
潟
ハ
到
着
前
調
向
出
来

之
分
も
有
之
候
得
共
、
於
見
分
之
上
申
談
候
儀
も
有
之
、
昨
今
追
々
旅
中
江
向

着
越
候
位
之
事
故
、
取
調
絵
図
等
御
心
得
ニ
申
進
候
儀
ニ
も
至
り
兼
候
段
ハ
御

恕
察
可
被
下
候

　

す
な
わ
ち
、
①
出
立
前
の
指
示
が
現
地
に
届
い
て
か
ら
、
巡
見
使
の
現
地
到
着
ま

で
の
日
が
浅
く
絵
図
作
成
が
不
十
分
で
あ
る
、
②
同
様
に
、
佐
渡
は
渡
海
に
時
間
を

要
す
る
た
め
に
尚
更
時
間
不
足
で
取
調
が
間
に
合
わ
ず
、
絵
図
は
完
成
次
第
、
巡
見

使
の
「
旅
中
」
に
提
出
す
る
よ
う
に
指
示
し
た
、
③
新
潟
に
関
し
て
は
出
来
て
い
る

分
も
あ
る
が
、
な
お
、「
見
分
之
上
申
談
」
る
こ
と
も
あ
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　

で
は
、
新
潟
奉
行
所
が
実
際
に
提
出
し
た
図
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
だ

ろ
う
か
。
八
月
十
六
日
付
の
外
国
奉
行
支
配
調
役
島
田
半
左
衛
門
宛
新
潟
奉
行
支
配

組
頭
中
島
祖
兵
衛
・
松
長
長
三
郎
書
簡
は
、
こ
の
提
出
図
に
つ
い
て
非
常
に
興
味
深

い
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
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【
史
料
3
】

英
人
測
量
之
振
合

に
而
可
取
調
水
戸

口
測
量
図
者
、
御

調
物
之
御
都
合
も

有
之
候
ニ
付
、
御

旅
中
高
田
表
へ
向

可
差
進
、（
中
略
）

前
文
英
人
よ
り
差

出
候
絵
図
面
之
振

合
を
以
可
取
調
海

面
測
量
図
之
儀
、

精
々
為
取
調
候
得

共
、
其
筋
巧
者
之

も
の
無
之
、
外
国

人
之
元
図
ニ
基
き
測
量
取
調
方
・
絵
図
之
儀
者
出
来
兼
候
間
、
別
紙
取
調
候
測

量
図
へ
英
人
差
出
候
水
戸
口
測
量
図
添
差
進
候
間
、
右
ニ
而
御
参
考
可
然
御
取

調
有
之
候
様
い
た
し
度
（
前
後
略
）

　

こ
こ
か
ら
は
、
新
潟
奉
行
所
で
は
「
水
戸
口
測
量
図
」
を
英
国
の
測
量
方
法
に

則
っ
て
作
成
す
べ
き
で
あ
る
と
の
認
識
が
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
そ
し
て
、「
英

人
よ
り
差
出
候
」
と
あ
る
よ
う
に
、
英
国
作
成
の
測
量
図
を
入
手
し
て
い
る
こ
と
も

確
認
さ
れ
る
。
し
か
し
、「
其
筋
巧
者
之
も
の
」
が
い
な
い
た
め
に
実
現
で
き
ず
、

独
自
の
作
成
絵
図
に
、
英
国
測
量
図
を
添
付
し
て
提
出
す
る
と
述
べ
て
い
る
。
図

2
・
3
が
該
当
図
で
あ
る（

（2
（

。
両
図
は
、
一
見
す
る
と
別
の
地
の
よ
う
に
見
え
る
が
、

ほ
ぼ
同
地
点
を
描
い
た
も
の
で
あ
る
。
図
2
の
英
国
測
量
図
は
、「
千
八
百
六
十
七

年
第
七
月
英
国
蒸
気
船
セ
ル
ペ
ン
ト
の
士
官
の
フ
ー
ト
に
て
測
量
せ
る
新
潟
の
礁
」

と
の
注
記
が
あ
る
よ
う
に
、
先
述
し
た
英
国
測
量
艦
サ
ー
ペ
ン
ト
号
に
よ
る
測
量
図

を
基
に
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
恐
ら
く
新
潟
奉
行
所
は
、
そ
の
図
を
英

国
か
ら
譲
り
受
け
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る（

（2
（

。
本
図
は
、
水
深
は
漢
数
字
で
表
記
さ

れ
て
い
る
が
、
水
深
ポ
イ
ン
ト
は
明
確
か
つ
実
際
の
位
置
関
係
に
対
応
し
て
お
り
、

ま
た
方
位
記
号
も
磁
針
差
を
表
す
な
ど
、
近
代
海
図
の
特
徴

（
（2
（

を
有
し
て
い
る
。

　

対
し
て
、
図
3
の
新
潟
奉
行
所
作
成
図
は
、
水
深
ポ
イ
ン
ト
が
明
確
で
は
な
い
。

紙
幅
の
都
合
上
、
写
真
が
小
さ
く
見
づ
ら
い
点
も
あ
る
が
、
い
く
つ
か
特
徴
を
挙
げ

て
お
く
。
ま
ず
、
左
上
に
方
位
線
が
図
示
さ
れ
て
い
る
の
が
注
目
さ
れ
る
。
そ
し
て
、

こ
の
方
位
線
に
平
行
、
か
つ
図
面
中
央
に
あ
る
浅
瀬
を
囲
む
よ
う
な
四
本
の
線
が
引

か
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
四
本
の
線
で
出
来
た
交
点
を
通
る
三
本
の
直
線
が
引

か
れ
、
各
交
点
を
基
準
と
し
た
特
定
ポ
イ
ン
ト
ま
で
の
距
離
が
記
さ
れ
て
い
る
。
水

深
表
現
に
注
目
す
れ
ば
、
例
え
ば
、「
上
水
戸
」
と
書
か
れ
た
線
に
は
「
深
六
尺
五

寸
・
巾
三
拾
間
」
と
だ
け
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
一
本
の
線
上
の
水
深
は
一
定
で

あ
る
か
の
よ
う
な
表
現
に
な
っ
て
い
る
。
換
言
す
れ
ば
、
海
底
が
平
面
的
に
表
現
さ

れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
英
国
の
測
量
図
が
水
深
ポ
イ
ン
ト
を
明
確
に
し
、
海
底
を
立

図2�　「新潟水戸口浅深測量麁絵図
附英人測量新潟水戸口絵図」の
うち「英人測量新潟水戸口絵図」
東京大学史料編纂所所蔵外務省
引継書類1057-36

図3�　「新潟水戸口浅深測量麁絵図　附英人測量新潟水
戸口絵図」のうち「新潟水戸口浅深測量麁絵図」　
東京大学史料編纂所所蔵外務省引継書類1057-36
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体
的
に
捉
え
て
い
る
の
と
比
較
す
れ
ば
、
そ
の
海
底
の
情
報
量
に
は
圧
倒
的
な
差
が

あ
る
。
新
潟
奉
行
所
が
作
成
し
た
図
は
、「
上
水
戸
」、「
下
水
戸
」
が
記
さ
れ
て
い

る
ご
と
く
、
お
お
よ
そ
の
水
戸
の
位
置
と
浅
瀬
を
認
識
す
る
た
め
の
「
概
念
的
」
な

図
で
あ
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　

と
こ
ろ
で
、
九
月
二
十
二
日
付
の
新
潟
奉
行
白
石
忠
太
夫
宛
菊
池
書
簡
に
は
、「
英

人
測
量
図
ハ
見
合
相
済
候
ニ
付
、
訳
文
相
添
致
返
却
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
新
潟
奉

行
所
が
提
出
し
た
英
国
測
量
図
は
原
図
で
、
幕
府
側
で
訳
写
さ
れ
た
こ
と
が
推
測
さ

れ
る
。
こ
の
新
潟
奉
行
所
提
出
図
は
、
西
洋
技
術
導
入
に
際
し
て
、
そ
の
理
想
と
現

実
の
狭
間
で
の
葛
藤
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
興
味
深
い
事
例
で
あ
ろ
う
。

　

次
に
佐
渡
で
の
巡
見
使
の
動
向
と
絵
図
の
作
成
に
つ
い
て
見
て
い
こ
う
。
巡
見
使

の
当
初
の
予
定
で
は
、
小
木
・
沢
根
・
夷
の
三
港
の
み
を
調
査
対
象
と
し
て
い
た
が
、

佐
渡
奉
行
と
の
会
談
で
、
英
国
が
水
津
・
赤
泊
・
松
ヶ
崎
も
測
量
し
た
と
の
情
報
を

得
て
、
急
遽
そ
れ
ら
の
港
も
調
査
に
組
み
込
ま
れ
た
。

　

さ
て
、
佐
渡
の
絵
図
に
つ
い
て
は
、
八
月
十
七
日
付
の
菊
池
・
原
宛
佐
渡
奉
行
鈴

木
大
之
進
書
簡
に
「
先
般
委
細
御
示
談
有
之
候
佐
州
六
港
図
幷
図
識
共
取
調
之
上
、

則
六
枚
壱
冊
御
出
張
先
き
へ
向
差
立
申
候
」
と
あ
り
、
絵
図
作
成
に
関
し
て
巡
見
使

と
佐
渡
奉
行
の
間
で
、「
委
細
御
示
談
」
が
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
そ
し
て
、
提

出
図
に
対
し
て
「
猶
御
好
の
次
第
も
有
之
候
ハ
ヽ
早
々
被
申
越
候
様
い
た
し
度
」
と
、

修
正
点
が
あ
れ
ば
指
摘
し
て
く
れ
る
よ
う
に
と
要
請
し
て
い
る
。
し
か
し
、
巡
見
使

帰
府
後
の
同
月
二
十
五
日
付
の
同
書
簡
に
は
、「
佐
州
六
港
図
并
図
識
と
も
兼
而
支

配
広
間
役
江
御
指
揮
之
向
を
以
取
調
（
中
略
）
素
々
不
事
馴
儀
、
殊
ニ
取
急
候
次
第

ニ
而
、
港
図
書
入
之
致
し
方
等
中
ニ
見
紛
ひ
候
処
も
可
有
之
哉
、
心
障
之
を
以
、
猶

又
別
紙
認
替
差
出
候
儀
に
有
之
」
た
め
、
も
し
先
の
提
出
図
が
幕
府
へ
提
出
前
で
あ

れ
ば
、
提
出
図
の
差
替
え
を
要
請
し
て
い
る
。
こ
の
書
簡
は
、
九
月
十
一
日
に
江
戸

に
届
け
ら
れ
た
が
、
そ
れ
と
前
後
し
て
、
八
月
晦
日
に
巡
見
使
か
ら
の
御
用
状
が
佐

渡
奉
行
所
に
届
け
ら
れ
、
提
出
図
の
控
「
壱
通
」
を
提
出
す
る
よ
う
に
と
指
示
さ
れ

た
。
こ
れ
に
対
し
て
鈴
木

は
、
九
月
五
日
付
書
簡
に

お
い
て
、
先
の
訂
正
図
を

控
図
に
充
て
て
も
ら
え
る

よ
う
申
し
出
て
、
巡
見
使

も
こ
れ
を
受
け
入
れ
た
。

　

で
は
、
こ
の
佐
渡
奉
行

所
の
提
出
図
に
つ
い
て
、

諸
藩
提
出
図
と
の
比
較
を

行
い
つ
つ
、
そ
の
特
徴
を

検
討
し
て
い
き
た
い
。
表

1
（
次
頁
）
は
、「
北
海
検

視
一
件
」
に
収
め
ら
れ
て

い
る
諸
藩
、
及
び
新
潟
・

佐
渡
両
奉
行
所
提
出
図
の

特
徴
を
ま
と
め
た
も
の
で

あ
る
。
諸
藩
提
出
図
の
う

ち
、
水
深
記
入
が
あ
る
も

の
に
関
し
て
は
、
水
深
を

記
し
た
位
置
（
海
岸
か
ら

の
距
離
）
に
ば
ら
つ
き
は

見
ら
れ
る
も
の
の
、
基
本

的
に
は
嘉
永
年
間
提
出
の

沿
岸
浅
深
絵
図
と
同
じ
性

格
の
も
の
で
あ
る
と
言
え

よ
う
。
ま
た
、
新
潟
奉
行

図4�　「佐渡国夷港図」　東京大学史料編纂所所蔵外
務省引継書類1057-64

図5�　「佐渡国小木港図」　東京大学史料編
纂所所蔵外務省引継書類1057-61
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表1　慶応3年提出絵図の水深記載の特徴�

支配 図名 水深記載
の有無

水深
表現 水深記載の具体例

新発田藩
溝口主膳正領分 松ヶ崎水戸口絵図2枚ノ内（1） ─ ─ ─

溝口主膳正領分 松ヶ崎水戸口絵図2枚ノ内（2） ○ Ｂ ・阿賀野川の水深を陸地に平行な三本のライン上にほぼ等間隔で記入。
・下げ札に1～10･15･20･30丁目の水深を記載（川口から沖の水深カ）。

長岡藩
牧野駿河守領分海岸絵図3枚ノ内（1） ─ ─ ─
牧野駿河守領分海岸絵図3枚ノ内（2） ─ ─ ─
牧野駿河守領分海岸絵図3枚ノ内（3） ─ ─ ─

棚倉藩
内藤豊前守領分海岸絵図3枚ノ内（1） ○ Ｂ ・渚から30間・1･5･10･20･30丁の水深情報を記載（4ヶ所）。
内藤豊前守領分海岸絵図3枚ノ内（2） ○ Ｂ ・渚から30間・1･5･10･20･30丁・2里の水深情報を記載（1ヶ所）。
内藤豊前守領分海岸絵図3枚ノ内（3） ○ Ｂ ・渚から5･10･15・20･25・30･35･40･50丁の水深情報を記載（1ヶ所）。

高田藩

榊原式部大輔領分海岸絵図 ─ ─ ─
榊原式部大輔領分越後国頸城郡鉢崎宿海
岸麁絵図面 ○ Ｂ ・2ヶ所に水深情報が記載されているが、海岸からの距離は区々。

榊原式部大輔領分今町湊麁絵図面 ○ Ｂ ・30間・1･5･10･20･30･ 丁の水深情報を記載（1ヶ所）。

与板藩
井伊右京亮領分海岸絵図2枚ノ内（1） ○ Ａ ・磯から1･2･3･4･5･10･15丁・1･2･3里の水深情報を記載。
井伊右京亮領分海岸絵図2枚ノ内（2） ○ Ａ ・磯から1･2･3･4･5･10･15丁・1･2･3里の水深情報を記載。

村松藩 堀右京亮領分海岸絵図 ○ Ｂ ・陣屋元から船掛場所までの距離と水深情報を記載。
・海岸から沖へ30間・1・5・10・20・30丁目の水深情報を記載　（2ヶ所）。

糸魚川藩 松平日向守領分海岸絵図 ○ Ｂ ・磯から15・30丁目の水深情報を記載（5ヶ所）。

富山藩 松平稠松領分海岸絵図 ○ Ｂ ・基準となる海岸付の4ヶ村からそれぞれ30間・1・5・10・20・30丁の水深
情報を記載。

大聖寺藩 松平飛騨守領分海岸絵図 ─ ─ ─

加賀藩

領分海岸絵図（越中国新川郡・射水郡） ─ ─ ─
領分海岸絵図（能登国鹿嶋郡・鳳至郡・珠洲郡） ─ ─ ─
領分海岸絵図（能登国珠洲郡・鳳至郡・羽咋郡） ─ ─ ─
領分海岸絵図（加賀国河北郡・石川郡・能美郡） ─ ─ ─
越後越中能登加賀海岸絵図 ─ ─ ─

越中国新川郡岩瀬図 ○ Ｂ ・30間・1･5･10･20･30丁の水深情報を記載（1ヶ所）。
・「此辺深△尺」のような記載が4ヶ所。

越中国射水郡伏木図 ○ Ａ ・水戸口から30間・1･5･10･20･30丁の水深情報を記載（1ヶ所）。

能登国鳳至輪島図 ○ Ｂ ・海岸から30間・1･5･10･20･30丁の水深情報を記載（2ヶ所）。
・海岸から「沈瀬」までの距離と水深情報を記載（1ヶ所）。

能登国羽咋郡福浦図 ○ Ａ ・30間・1・5･10･20･30丁の水深情報を記載（1ヶ所）。
・一部特定位置の距離・幅と水深情報を記載（4ヶ所）。

能登国所之口絵図（内浦鹿島郡鵜浦村ヨリ鳳至
郡甲村迄海岸之図） ○ Ｂ ・地方から1･5･10･20･30丁の水深情報を記載（4ヶ所）。

・航路（三本）に適宜水深情報を記載。
能登国鹿島郡所之口町図 〇 Ａ ・地方から30間・1・5･10･20･30丁の水深情報を記載（1ヶ所）。

新潟（幕領）

寺泊 ○ Ｂ ・海岸から1･2･3･4･5･10･15･20･25･30丁・1里の水深情報を記載（3ヶ所）。

出雲崎 ○ Ｂ ・水深情報が記されている磯からの距離がヶ所により区々、かつ、岩礁な
ど障害物相互の距離・水深が詳細に記載されている点は特徴的。

柏崎 ○ Ｂ ・4ヶ所に水深情報が記載されているが、海岸からの距離は区々。
・上記の他、「大澗百間四方深サ五六尺より壱丈」の記載あり。

新潟水戸口深浅測量之図 ○ Ｂ ・水戸線及び見通し線の各線上の水深を平面的に捉えている（本論参照）。
英人測量新潟水戸口図 ○ ※ ・測量ポイントの水深記載（英国海軍作成海図の訳写）。

水戸口ヨリ信濃川上御領所境マテ深浅取調之図 ○ Ｂ ・航路のライン上に等間隔（100間 or200間）で水深を記入。
・別のラインでは、△尺～□尺のような概数を記載（3地点）。

佐渡（幕領）

小木港之図 ○ Ｃ ・海岸線に平行の測量ラインを設け、そのライン上の測量ポイントにおけ
る水深を記載。

沢根港之図 ○ Ｃ ・海岸線に平行の測量ラインを設け、そのライン上の測量ポイントにおけ
る水深を記載。

二見港 ─ ─ ─

佐渡夷港之図 ○ Ｃ ・海岸線に平行の測量ラインを設け、そのライン上の測量ポイントにおけ
る水深を記載。

水津港之図 ○ Ｃ ・海岸線に平行の測量ラインを設け、そのライン上の測量ポイントにおけ
る水深を記載。

松ヶ崎港之図 ○ Ｃ ・海岸線に平行の測量ラインを設け、そのライン上の測量ポイントにおけ
る水深を記載。

赤泊港之図 ○ Ｃ ・一部に測量ポイントにおける水深記載。
Ａ：水深データが海岸からの距離と水深の文字情報のみで、具体的位置が不明なもの。
Ｂ：水深データが海岸からの距離と水深、さらにおおまかな位置が判明するもの（起点となる海岸の位置・方向が分かるもの）。
Ｃ：近代海図までの正確さはないが、水深ポイントが明確なもの。
※：近代海図
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所
の
提
出
図
に
つ
い
て
は
先
述
の
通
り
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
一
際
異
彩
を
放
っ
て
い
る
の
が
、
佐
渡
奉
行
所
の
提
出
図
で
あ

る
。
口
絵
の
図
は
、
赤
門
書
庫
旧
蔵
地
図
の
中
に
含
ま
れ
て
い
た
、
明
治
七
年
十
一

月
二
十
五
日
外
務
省
記
録
局
模
写
の
「
佐
渡
夷
湊
之
図
」
で
あ
る（

（3
（

。
そ
こ
に
「
慶
応

三
年
丁
卯
七
月
ノ
作
図
ナ
レ
バ
」
と
注
記
が
あ
る
よ
う
に
、
ま
さ
に
、
こ
れ
は
慶
応

三
年
に
佐
渡
奉
行
所
が
幕
府
に
提
出
し
た
図
の
内
、
夷
港
を
描
い
た
も
の
で
あ
る
。

本
図
の
特
徴
は
、
港
内
の
二
ヶ
所
に
停
泊
候
補
地
と
思
わ
れ
る
ポ
イ
ン
ト
が
記
さ
れ

て
い
る
こ
と
と
、
海
岸
に
平
行
な
線
が
十
本
引
か
れ
、
そ
の
上
を
ほ
ぼ
同
間
隔
で
区

切
り
水
深
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
図
4
は
、
海
岸
部
分
を
拡
大
し
た
も
の

で
あ
る
。
数
字
は
漢
数
字
だ
が
、
こ
れ
は
明
ら
か
に
諸
藩
や
新
潟
奉
行
所
が
提
出
し

た
図
と
は
違
っ
て
い
る
。
ラ
イ
ン
上
に
整
然
と
水
深
が
記
さ
れ
、
こ
の
通
り
に
実
際

に
測
量
が
行
わ
れ
た
か
は
疑
問
が
残
る
。
英
国
の
測
量
図
の
水
深
デ
ー
タ
を
参
照
し

て
作
成
し
た
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。
だ
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
の
図
が
、

海
を
「
面
」
と
し
て
認
識
し
て
水
深
を
記
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
だ
ろ
う
。
嘉
永

年
間
の
提
出
図
な
ど
で
は
、
海
岸
の
特
定
の
位
置
か
ら
沖
合
へ
向
か
う
直
線
上
の
水

深
だ
け
が
記
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
踏
ま
え
れ
ば
、
港
の
特
定
範
囲
を
「
面
」
と
し
て

捉
え
、
か
つ
海
底
を
立
体
的
な
も
の
と
し
て
表
現
し
よ
う
と
し
て
い
る
点
に
、
こ
の

図
の
最
大
の
特
徴
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　

こ
の
よ
う
な
特
徴
を
持
つ
図
は
、
夷
港
の
図
だ
け
で
は
な
い
。
佐
渡
奉
行
所
提
出

図
に
は
、
表
1
に
も
示
し
た
よ
う
に
、
二
見
港
を
除
い
た
全
て
の
図
が
同
様
の
特
徴

を
持
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
も
う
一
つ
の
事
例
と
し
て
小
木
港
の
図
を
提
示
す
る

（
図
5
）。
水
深
表
現
は
、
夷
港
と
同
様
に
海
岸
に
平
行
な
線
上
に
水
深
が
記
入
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
、
船
繋
と
な
り
そ
う
な
港
に
突
出
し
た
箇
所
や
河
口
、
下
番
所
な
ど
、

い
く
つ
か
の
重
要
地
点
間
の
距
離
の
測
量
が
多
い
の
は
夷
港
と
は
違
う
点
で
あ
り
、

こ
う
し
た
測
線
の
多
さ
は
小
木
港
が
際
立
っ
て
い
る
。
そ
の
点
で
、
佐
渡
奉
行
所
提

出
図
の
中
で
小
木
港
は
最
も
詳
細
に
描
か
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
巡
見
使
が
出
立
前

に
佐
渡
奉
行
に
宛
て
た
書
簡
の
中
で
「
小
木
港
其
外
宜
敷
湊
」
と
記
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
恐
ら
く
小
木
港
が
第
一
候
補
と
し
て
想
定
さ
れ
て
お
り
、
巡
見
使
と
佐
渡
奉

行
と
の
会
談
の
中
で
も
、
そ
の
旨
が
伝
え
ら
れ
て
い
た
た
め
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

実
際
、
巡
見
使
の
帰
府
後
、
調
査
報
告
書
と
絵
図
を
一
覧
し
た
幕
閣
の
中
で
は
、
小

木
港
を
碇
泊
場
と
す
る
こ
と
が
構
想
さ
れ
て
い
た
様
子
が
窺
え
る（

（3
（

。

　

し
か
し
、
こ
れ
を
近
代
海
図
と
直
接
結
び
つ
け
て
考
え
る
こ
と
に
は
慎
重
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
全
体
的
な
表
現
方
法
の
面
で
は
近
世
の
絵
図
的
で
あ
る
し
、
水
深

ポ
イ
ン
ト
の
取
り
方
も
、
海
図
作
成
の
た
め
の
測
量
術
を
踏
ま
え
た
上
と
い
う
よ
り

は
、
海
岸
線
に
平
行
な
線
上
に
画
一
的
に
ポ
イ
ン
ト
を
取
っ
て
い
っ
た
に
過
ぎ
な
い

印
象
も
受
け
る
。
ま
た
、
暗
岩
・
洗
岩
な
ど
の
海
図
特
有
の
記
号
や
等
深
線
も
記
さ

れ
て
い
な
い
。
さ
ら
に
、
英
国
を
始
め
と
す
る
諸
外
国
ほ
ど
の
十
分
な
測
量
・
海
図

作
成
技
術
を
有
し
て
い
な
い
日
本
側
に
と
っ
て
、
短
期
間
に
近
代
海
図
と
同
等
の
も

の
を
作
成
す
る
の
は
現
実
的
で
は
な
い
面
も
あ
っ
た
。

　

幕
府
に
と
っ
て
、
こ
の
調
査
に
お
け
る
絵
図
作
成
の
最
大
の
関
心
事
は
、
各
港
の

開
港
場
と
し
て
の
機
能
の
有
無
の
確
認
や
、
そ
れ
に
付
随
す
る
海
防
へ
の
配
慮
に

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
全
面
的
な
海
図
作
成
の
一
環
と
し
て
測
量
を
行
う
諸
外
国
と

は
、
そ
も
そ
も
の
関
心
・
認
識
が
違
っ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。

　

で
は
、
こ
の
特
徴
的
な
佐
渡
諸
港
の
絵
図
を
い
か
に
位
置
づ
け
る
べ
き
だ
ろ
う

か
。
最
後
に
こ
の
点
に
つ
い
て
、
現
段
階
で
の
見
解
を
示
し
て
お
き
た
い
。
ま
ず
、

そ
の
呼
称
に
つ
い
て
は
、
港
の
水
深
測
量
に
特
化
し
た
絵
図
と
い
う
点
を
重
視
し

て
、
仮
に
「
港
浅
深
絵
図
」
と
称
し
て
お
き
た
い
。
こ
れ
は
、
沿
岸
浅
深
絵
図
と
は

明
ら
か
に
違
う
特
徴
を
持
つ
た
め
、
そ
の
差
異
を
強
調
す
る
意
味
を
含
ん
で
い
る
。

ま
た
、
近
代
海
図
と
同
列
に
扱
う
こ
と
は
出
来
な
い
が
、
そ
れ
で
も
、
近
代
海
図
に

お
け
る
水
深
表
現
を
意
識
し
た
絵
図
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
指
摘
で
き
る
の
で
は
な

い
か
。
沿
岸
浅
深
絵
図
段
階
で
の
、
水
深
表
現
は
、
水
路
誌
的
な
表
現
で
あ
り
、
そ

こ
に
描
か
れ
て
い
る
構
図
が
そ
の
ま
ま
現
実
の
地
形
・
海
底
と
は
一
致
す
る
も
の
で
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は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、「
港
浅
深
絵
図
」
で
は
、
描
写
は
近
世
絵
図
の
特
徴
を
有

し
つ
つ
も
、
位
置
関
係
や
海
底
の
様
子
を
現
実
と
一
致
さ
せ
る
こ
と
に
注
意
を
払
っ

た
絵
図
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
の
時
期
、
幕
府
は
独
自
の
測
量
に
よ
る

海
図
作
成
を
断
念
し
、
英
海
図
へ
の
依
存
へ
と
シ
フ
ト
チ
ェ
ン
ジ
す
る
時
期
だ
と
言

わ
れ
て
い
る（

（3
（

。
確
か
に
大
局
的
な
見
方
と
し
て
は
、
そ
の
通
り
だ
が
、
そ
れ
で
も
、

持
て
る
限
り
の
測
量
技
術
を
駆
使
し
て
、
独
自
の
表
現
で
港
を
図
化
し
た
の
が
「
港

浅
深
絵
図
」
で
あ
り
、
測
量
技
術
や
地
理
思
想
が
十
分
に
は
国
家
に
浸
透
し
な
い
段

階
で
、
そ
の
「
矛
盾
や
対
抗
が
地
図
作
成
に
反
映
」

（
（3
（

す
る
と
い
う
状
況
が
如
実
に
現

れ
た
事
例
と
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

お
わ
り
に

　

ア
ヘ
ン
戦
争
で
清
の
敗
北
に
よ
り
結
ば
れ
た
南
京
条
約
以
降
、
西
洋
列
強
の
日
本

海
域
へ
の
進
出
は
い
よ
い
よ
本
格
的
な
も
の
と
な
り
、
そ
れ
に
伴
い
、
各
国
に
よ
る

測
量
行
為
が
活
発
化
し
て
い
っ
た
。
そ
し
て
、
日
米
和
親
条
約
の
締
結
に
よ
り
、
新

た
な
対
外
政
策
へ
の
一
歩
を
踏
み
出
し
た
幕
府
は
、
オ
ラ
ン
ダ
の
協
力
を
得
て
、
海

軍
伝
習
所
で
測
量
技
術
を
学
び
、
独
自
の
測
量
に
よ
る
日
本
周
辺
の
海
図
作
成
を
指

向
し
た
。
実
際
に
、
海
軍
伝
習
所
時
代
に
作
成
さ
れ
た
「
長
崎
港
図
」
を
始
め
と
し

て
、
何
図
か
の
海
図
が
幕
府
海
軍
の
手
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
人
材
・
財
政
・
幕
末
政
局
の
影
響
な
ど
様
々
な
制
約
に
よ
り
、
英
国
作

成
の
海
図
へ
依
存
す
る
方
針
へ
と
転
換
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
た
だ
、
小
稿
で
紹

介
し
た
「
港
浅
深
絵
図
」
は
、
そ
う
し
た
制
約
の
中
に
お
い
て
、
近
代
海
図
に
対
抗

し
得
る
現
場
担
当
者
な
り
の
対
応
の
結
果
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

こ
の
点
に
関
し
て
、
文
字
史
料
が
不
足
し
て
い
る
た
め
、
状
況
証
拠
か
ら
の
推
測

と
せ
ざ
る
を
得
な
い
点
が
多
々
あ
っ
た
。
巡
見
使
と
佐
渡
奉
行
と
の
間
で
ど
の
よ
う

な
会
話
が
な
さ
れ
た
の
か
、
ま
た
、
こ
の
絵
図
を
作
成
し
得
た
の
は
、
鉱
山
を
有
し

高
い
測
量
技
術
を
備
え
て
い
た
佐
渡
と
い
う
地
域
性
が
強
く
影
響
し
て
い
る
た
め

だ
っ
た
の
か
。
実
際
の
測
量
方
法
や
絵
図
作
成
に
対
す
る
認
識
な
ど
、
関
心
は
高
ま

る
ば
か
り
だ
が
、
そ
の
点
に
つ
い
て
は
今
後
の
史
料
発
掘
に
期
待
し
た
い
。

〔
注
〕

（
1
）		

赤
門
書
庫
旧
蔵
地
図
に
含
ま
れ
る
海
図
の
全
体
的
な
特
徴
に
つ
い
て
は
、
鈴
木
純

子
「
幕
府
海
軍
か
ら
海
軍
水
路
部
へ
─
赤
門
書
庫
旧
蔵
地
図
に
残
る
初
期
海
図
の
航

跡
─
」（『
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
研
究
紀
要
』
二
三
、
二
〇
一
三
年
）
を
参
照
の
こ
と
。

（
2
）		

川
村
博
忠
「
幕
府
命
令
で
作
成
さ
れ
た
嘉
永
年
間
の
沿
岸
浅
深
絵
図
」（『
地
図
』

三
七
─
二
、
一
九
九
九
年
）。

（
3
）		

石
井
謙
治
「『
皇
国
総
海
岸
図
』
の
航
路
図
お
よ
び
水
路
誌
的
性
格
」（
同
編
『
日

本
海
事
史
の
諸
問
題
船
舶
編
』
文
献
出
版
、
一
九
九
五
年
）。

（
4
）		

斉
藤
敏
夫
・
佐
藤
侊
・
師
橋
辰
夫
「
明
治
初
期
測
量
史
試
論
1
─
伊
能
忠
敬
か
ら

近
代
測
量
の
確
立
ま
で
─
」（『
地
図
』
五
九
、
一
九
七
七
年
）。

（
5
）		

鈴
木
純
子
「
日
本
の
近
代
地
図
測
量
前
史
と
オ
ラ
ン
ダ
」（『
日
蘭
交
流
四
〇
〇
年

記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
報
告
』
二
〇
〇
一
年
）。

（
6
）		

横
山
伊
徳
「
一
九
世
紀
日
本
近
海
測
量
に
つ
い
て
」（
黒
田
日
出
男
・
メ
ア
リ･

エ

リ
ザ
ベ
ス･

ベ
リ
ー
・
杉
本
史
子
編
『
地
図
と
絵
図
の
政
治
文
化
史
』
東
京
大
学
出

版
会
、
二
〇
〇
一
年
）。

（
7
）		

外
務
省
条
約
局
『
旧
条
約
彙
纂
』
第
一
巻
第
一
部
、
一
九
三
〇
年
。

（
8
）		

新
潟
県
編
『
新
潟
県
史　

通
史
編
三
』
一
九
八
七
年
。

（
9
）		

ロ
シ
ア
船
の
調
査
に
関
し
て
は
、
沢
田
和
彦
「〈
史
料
紹
介
〉
新
潟
港
に
関
す
る
ロ

シ
ア
軍
艦
の
調
査
報
告
書
に
つ
い
て
」（『
地
域
史
研
究
は
こ
だ
て
』
二
三
、
一
九
九

六
年
）
に
拠
る
。

（
10
）		
以
上
、
外
国
側
の
対
応
に
関
し
て
は
、
鵜
飼
政
志
『
幕
末
維
新
期
の
外
交
と
貿
易
』

（
校
倉
書
房
、
二
〇
〇
〇
年
）
に
拠
る
。

（
11
）		

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
編
『
幕
末
外
国
関
係
文
書
』
二
一
、
二
〇
六
号
（
東
京
大

学
出
版
会
、
一
九
七
二
年
復
刻
）。

（
12
）		

同
右
、
二
二
二
号
。

（
13
）		

前
掲
『
幕
末
外
国
関
係
文
書
』
二
二
、
六
六
号
。

©2014 Historiographical Institute(Shiryo Hensan-jo)The University of Tokyo



（　 ） 慶応三年作成の佐渡「湊浅深絵図」（吉岡）285

（
14
）		
前
掲
、
鵜
飼
政
志
『
幕
末
維
新
期
の
外
交
と
貿
易
』。

（
15
）		
石
井
孝
『
増
訂
明
治
維
新
の
国
際
的
環
境
分
冊
一
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
三

年
）。

（
16
）		

上
白
石
実
『
幕
末
期
対
外
関
係
の
研
究
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
一
年
）。

（
17
）～（
21
）　

金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
近
世
史
料
館
所
蔵
・
加
越
能
文
庫
「
外
国
奉
行
一

巻
」。
な
お
、
小
稿
で
引
用
す
る
加
越
能
文
庫
史
料
に
つ
い
て
は
、
東
京
大
学
史
料
編

纂
所
所
蔵
の
写
真
帳
を
利
用
し
た
。

（
22
）		

同
館
所
蔵
分
は
、
同
館
Ｈ
Ｐ
内
の
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
化
資
料
で
閲
覧
可

能
と
な
っ
て
い
る
（http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/2540824

）。

（
23
）		

金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
近
世
史
料
館
所
蔵
・
加
越
能
文
庫
「
文
久
元
年
英
国
人
為

測
量
御
領
海
可
致
渡
来
旨
等
被
仰
渡
一
件
并
御
算
用
場
ヨ
リ
御
達
ニ
相
成
候
詮
議
留

等
」。

（
24
）		

以
上
、
西
海
岸
開
港
場
選
定
の
歴
史
的
経
緯
に
関
し
て
は
、
前
掲
、
鵜
飼
政
志
『
幕

末
維
新
期
の
外
交
と
貿
易
』
に
拠
る
。
た
だ
し
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
佐
渡
の
諸
港

の
う
ち
夷
港
を
候
補
と
し
た
の
が
幕
府
で
あ
っ
た
の
か
に
つ
い
て
は
、
再
検
討
の
必

要
が
あ
る
。

（
25
）		

通
信
全
覧
編
集
委
員
会
編
『
続
通
信
全
覧　

類
輯
之
部
二
五
』（
雄
松
堂
出
版
、
一

九
八
六
年
）。

（
26
）		

前
掲
「
外
国
奉
行
一
巻
二
」。

（
27
）		

以
下
、
掲
載
図
は
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
外
務
省
引
継
書

類
の
中
に
あ
る
、
写
し
と
思
わ
れ
る
図
を
利
用
す
る
。
な
お
、
こ
れ
ら
の
図
は
全
て

『
続
通
信
全
覧
』
に
も
所
収
さ
れ
て
い
る
。

（
28
）		

ア
ー
ネ
ス
ト
・
サ
ト
ウ
の
日
記
に
よ
る
と
、
新
潟
奉
行
の
白
石
下
総
守
と
は
旧
知

の
仲
で
あ
り
、
会
談
に
際
し
て
、
白
石
は
自
身
が
所
持
し
て
い
る
地
図
を
持
参
し
て

パ
ー
ク
ス
を
訪
問
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
記
述
か
ら
は
、
双

方
が
所
有
し
て
い
た
地
図
（
絵
図
）
の
交
換
が
行
わ
れ
た
可
能
性
が
推
測
さ
れ
る
（
坂

田
精
一
訳
、
ア
ー
ネ
ス
ト･

サ
ト
ウ
『
一
外
交
官
の
見
た
明
治
維
新
（
下
）』
岩
波
文

庫
、
一
九
九
三
年
版
）。

（
29
）		

近
代
的
な
海
図
の
特
徴
に
つ
い
て
は
、
本
号
掲
載
の
今
井
健
三
「
明
治
初
期
海
図

の
製
図
法
に
つ
い
て
─
西
洋
地
図
学
と
の
出
会
い
と
そ
の
導
入
を
め
ぐ
っ
て
─
」
を

参
照
の
こ
と
。

（
30
）		

外
務
省
で
は
、
明
治
七
年
六
月
二
十
四
日
に
大
幅
な
機
構
改
革
が
行
わ
れ
、
新
た

に
「
記
録
局
」
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
記
録
局
の
職
掌
は
、「
外
交
に
関
す
る
省
内
の

重
要
文
書
を
一
括
掌
握
し
、
新
旧
す
べ
て
の
書
類
を
執
務
の
参
考
に
供
す
る
た
め
に
、

整
理
編
纂
の
う
え
分
類
保
存
し
て
散
逸
を
防
ぎ
、
か
つ
編
纂
公
刊
す
る
こ
と
」
で
あ
っ

た
。
ま
た
、
記
録
局
の
下
に
は
三
課
が
設
け
ら
れ
、
そ
の
内
「
旧
記
課
」
が
第
一
・

第
二
課
の
二
課
体
制
で
旧
幕
府
・
維
新
後
の
外
交
文
書
編
纂
を
担
当
し
た
（
田
中
正

弘
『
近
代
日
本
と
幕
末
外
交
文
書
編
纂
の
研
究
』
思
文
閣
出
版
、
一
九
九
八
年
）。
外

務
省
引
継
書
類
「
菊
池
伊
予
守
原
弥
十
郎
北
海
各
港
巡
見
視
御
用
留
」
に
は
、
本
論

で
紹
介
し
た
新
潟
奉
行
所
提
出
図
に
関
し
て
、
明
治
七
年
十
一
月
四
日
付
で
旧
記
課

が
「
港
口
測
量
図
ハ
附
属
袋
ノ
内
朱
書
五
ノ
印
ア
ル
中
ニ
ア
リ
」
と
注
記
し
た
外
務

省
の
罫
紙
が
挟
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
状
況
か
ら
、
外
務
省
に
お
け
る
外
交
史
料

整
備
の
一
環
と
し
て
、
本
図
が
模
写
さ
れ
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

（
31
）		

巡
見
使
の
報
告
を
受
け
た
老
中
板
倉
勝
静
は
小
木
港
を
碇
泊
港
と
す
る
こ
と
を
外

国
事
務
総
裁
小
笠
原
長
行
に
提
言
し
た
が
、
小
笠
原
は
「
外
国
公
使
等
よ
り
猶
申
立

之
趣
も
有
之
、
追
々
談
判
之
上
繋
船
場
之
儀
者
佐
州
夷
港
ニ
治
定
致
し
候
」
と
返
答

し
て
い
る
（
外
務
省
引
継
書
類
「
新
潟
開
港
御
用
留
」）。

（
32
）	･（
33
）　

前
掲
、
横
山
伊
徳
「
一
九
世
紀
日
本
近
海
測
量
に
つ
い
て
」。

本
研
究
は
、
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
科
研
費24520737

の
助
成
を
受
け
た
も
の
で
す
。
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